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令和

介護保険被保険者証の誤送付について

【要旨】
・令和５年１２月２１日に要介護認定・要支援認定の決定に伴い介護保険被保険者証
を１９名の方に発送しました。
・そのうち２名の方の郵便物が入れ違いになり、誤送付が発生しましたので次のとお
り報告するものです。
【経緯】
・令和５年１２月２５日（月）午前９時頃、A氏の配偶者から、介護保険被保険者証
が誤送されているとの電話連絡が介護保険課にありました。
・内容は、同封の介護保険被保険者証が同姓の別人（B氏）のものであり、取りに来
てほしいというものです。
・同日午前９時１０分頃、A氏の自宅に通知書及びB氏の介護保険被保険者証を取りに
行き、謝罪の上帰庁し、午前９時５０分頃、通知書及び正しい介護保険被保険者証を
A氏の自宅に届けました。
・午前９時頃、B氏の入所する施設に連絡したところ、郵便物はご家族が管理してい
るが、施設がご家族の連絡先を教えることはできないので、施設からご家族に連絡を
取り、市に連絡してもらうよう依頼しました。
・令和５年１２月２７日（水）にB氏のご家族から連絡をいただき、謝罪するととも
に、令和５年１２月２８日（木）にご自宅にうかがい、謝罪の上、誤った介護保険被
保険者証を受け取り、正しい介護保険被保険者証をお渡ししました。
・なお、流出した個人情報は、氏名、生年月日、住所、性別、要介護度、認定年月
日、認定の有効期間、区分支給限度期間となります。
【再発防止】
・申請関係については、担当者と確認者の確認表を作成し、確認印を押印して管理し
ていたところですが、本業務においてはダブルチェックをしているものの、確認表ま
で作成していなかったことから、今後は確認表をもって管理するとともに、ダブル
チェックの徹底を図ります。
・このような事態を発生させましたことを深く反省し、今後このような事案が発生し
ないよう、再発防止と信頼回復に向け、更なる業務スキル向上、情報共有徹底と職員
の規範意識の向上に取り組んでまいります。

介護保険被保険者証の誤送付についての原因と今後の対応策


